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京　都　大　学

　教育・研究・医療を使命とする京都大学では、多くの人間が様々な関係を

形成しています。そこでの修学・就労は、これに関わるすべての者にとって

快適で有意義なものでなければなりません。しかしながら、指導する者と指

導される者、指示する者と指示される者という関係は、時として、不適切な

権力関係と化し、修学・就労を妨害するだけでなく、被害者の人格を著しく

傷つけることがあります。また、性的な欲求や関心に基づく行動が、相手の

修学・就労の環境を害し、あるいは、その人格を著しく傷つけることもあり

ます。

　京都大学は、このようなハラスメント行為が生じないよう、また、万が一

そのような事態が生じた場合には、迅速に事態が改善されるよう、最大限の

努力をするものです。京都大学に関わるすべての人が、一個の人間として尊

重され、それぞれの立場から教育・研究・医療の活動に打ち込めるようにし

たいと考えています。



ハラスメントの防止と対応について

※　部局における調査の手続きは、当該部局が定めます。

この図は相談と問題解決の主な流れを示したものですので、詳細はこの冊子の本文でご確認下さい。

ハラスメントがなされていることを知ったときには、第三者であっても被害者の力

になってあげてください。

○　不快な場面を目撃したら、すぐ行為者に注意をしましょう。

○　必要なら、証人になってあげましょう。

○　被害者の相談にのって精神的に支えてあげましょう。被害者を責めては

いけません。

○　相談窓口へ行くようにすすめ、同行してあげましょう。

ハラスメントはその性質上、被害者自身が事実を公然と訴えることは容易で

はありません。相談窓口は、被害に気づいた第三者からの相談に対しても開

かれています。

○　一人で我慢せずに、誰か周囲の信頼できる人に相談しましょう。

○　ことばと態度で、嫌だ、不快だ、という気持ちをはっきりと相手に伝え

ましょう。無視したり、受け流したりしているだけでは、状況は少しも

改善されません。相手が嫌がっていることに、行為者が気づいていない

場合もあります。

○　記録をつけておきましょう。見ている人がいたら、その人にも確認して

おきましょう。

○　窓口に相談しましょう。

ハラスメントを受けた場合

ハラスメントに第三者として気づいた場合

全学部局

学生総合支援センター内
総 務 部 人 事 課 内
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⑦精神的虐待

　・�本人がその場に居るか否かにかかわらず、学生や部下を傷つけるネガティブな言動を行う

（発奮させる手段としても不適切）、学生や部下が持ってきた論文原稿をゴミ箱につっこむ、

破り捨てる、受け取らない、きちんと読まない、直接的なコミュニケーションを拒否する    

など

⑧暴力

⑨中傷・誹謗

　・虚偽のうわさをする、悪口を言う、怪文書を配る  など

⑩不適切な環境下での指導の強制

　・�必要もなく、深夜の指導や他人の目が行き届かない状況で個人指導を行う、徹夜や休日の

実験を強制する  など

⑪その他の権力の濫用

ア：�不当な規則の強制

イ：�親密な関係の強要

ウ：不正・不法行為の強要　　空バイト・空謝金などの不正行為を強要する  など

工：�その他　　�教授が行う学会発表のデータ作りを、共著者でない学生に徹夜で仕上げるこ

とを強要する  など

⑫プライバシーの侵害

　・�家族関係・友人・恋人のことなどについて根掘り葉掘り聞く等、プライべートなことにつ

いて、必要以上に知ろうとしたり、介入しようとしたりする  など

⑬他大学の学生、留学生、聴講生、ゲストなどへの排斥行為

　・正当な理由なく、属性や身分によって差別的な待遇をする  など

⑭その他

　・学生一般を軽視する、学生を侮蔑する  など

〈パワー・ハラスメントの例〉

①多数の者がいるところで罵倒すること。

②業務の指導の範疇を超えて、相手の人格を傷つけ、人権を侵害するような言動をとること。

③仲間はずれにすること。

④悪意から、意図的に昇進・昇級を妨害すること。

⑤本人が嫌がる部署に意図的に配置換すること。

⑥相手の存在を認めないような態度をとること。

⑦相手の評判を落とすようなことを言いふらすこと。
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京都大学のハラスメント相談窓口

全 学 相 談 窓 口

●学生総合支援センターカウンセリングルーム内 

Tel： 075-753-2515 , E-mail： counseling@www.adm.kyoto-u.ac.jp

相談受付時間：原則として月曜日から金曜日までの 10：00 から 17：00 まで

　　　　　　　教員：青木健次，杉原保史，村上嘉津子，中川純子，和田竜太

●総務部人事課内 

Tel： 075-753-2235 , E-mail： 830madoguchi@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

相談受付時間：原則として月曜日から金曜日までの 10：00 から 17：00 まで

部 局 相 談 窓 口

●各部局

京都大学ホームページに掲載の部局相談窓口の相談員一覧を参照してください。 

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/profile/human_rights/harassment/index.htm/

その他の相談機関

受付時間、休業日等については、各機関のホームページでご確認ください。

以下の機関は、ハラスメントのほか、全般的な女性の悩みに関する相談を受け付けています。

●京都市男女共同参画センター（ウイングス京都） 

Tel： 075-212-7830 ，ホームページ http://www.wings-kyoto.jp/ 

（男性の相談も受け付けています）

●京都府男女共同参画センター 

Tel： 075-692-3433 ，ホームページ  http://www.kyoto-womensc.jp/

以下の機関は、ハラスメントのほか、人権問題に関する相談を受け付けています。

●法務省インターネット人権相談受付窓口

ホームページ http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html

●京都地方法務局常設人権相談所 

Tel： 075-231-2001 

以下の機関は、ハラスメントのほか、労働問題に関する相談を受け付けています。

●京都労働局総合労働相談コーナー

ホームページ  

http://www.roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/madoguchi_annai/soudan01.html

　 以下の機関は、相談機関ではありませんが、ハラスメント、労働問題その他の法律問題全般に

ついて、電話により受け付けて、関係する法制度の紹介や適切な相談窓口の紹介をしています。

●法テラス 

Tel： 0570-078374 ，ホームページ http://www.houterasu.or.jp/ 
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